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埴輪生産からみた
地域社会の展開

　埴輪生産遺跡はどのような背景のもとにそこで営まれたのか。古墳築造の一環として埴輪生産が行われたとき、それを支えた地域基盤
はどのようなものであったのか。古墳築造と埴輪生産によって、各地域にはどのような変化が表れたのか。本書では、埴輪生産遺跡をキー
ワードに、古墳時代の地域社会の在り方、さらには地域と王権との関係を考古学的分析により明らかにすることを目的とする。畿内の埴
輪生産のみならず須恵器生産、須恵器と埴輪が同時生産された尾張との比較を通じ、それぞれの特徴を描き出す。文献史学にみえる「土
師氏」は埴輪生産とどのような関係にあり、埴輪生産から「部民制」や「上番」はどう読み解けるのか、その具体像に迫る。各地の埴輪
生産遺跡を検討の中心に据え、古墳への供給関係、周辺集落との関係、埴輪生産から読み解く古墳時代の権力構造など、多角的な分析を
もとに埴輪生産の歴史的背景を解明する。巻末には、全国の埴輪生産遺跡集成を収録。
　古代学研究会 2019 年度拡大例会・シンポジウムを深化させた成果報告書。
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序　
第Ⅰ部　拡大例会・シンポジウム記録集
　〈趣旨説明〉
　　地域社会の展開と手工業生産
　　　　―埴輪生産遺跡と集落・古墳の対比から―　　　
　〈報告〉
　　古墳時代前期の埴輪生産関連遺跡と集落・古墳　
　　埴輪生産遺跡と集落からみる中期埴輪生産の実相　
　　生産遺跡からみた後期の埴輪生産の実態
　　　　―古墳・集落との比較を通じて―　
　　須恵器生産と地域社会の展開　
　　埴輪生産遺跡，集落と地域社会―尾張とその周辺地域―　
　　文字資料からみた埴輪生産・造墓の労働力と土師氏　
　〈シンポジウムの記録〉
　〈ミニシンポジウムの記録〉
第Ⅱ部　考察
　　古墳時代前期の埴輪生産関連遺跡と集落・古墳（追補）　
　　埴輪生産遺跡と集落からみる中期埴輪生産の実相（補遺）　
　　後期埴輪生産と地域社会　
　　古墳時代須恵器生産に関する研究の現状と課題　
　　尾張とその周辺地域における埴輪生産と地域社会（補論）　
　　文字資料からみた埴輪生産・造墓をめぐる諸問題　
第Ⅲ部　誌上報告
　　集落研究と古墳研究　
　　ヤマト王権と埴輪生産　
　　埴輪の生産体制論　
　　埴輪生産の進展と王権　
　　埴輪生産と地域社会の動向　
　　九州北部の古墳と集落―八女古墳群の造営と「筑紫縦貫道」―　　
　　関東・東北の埴輪生産遺跡と供給圏　
　　土師器生産と埴輪生産―前期後葉の画期の評価―　
第Ⅳ部　総括
　　埴輪生産からみた地域社会と王権
　
第Ⅴ部　埴輪生産関連遺跡集成
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